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1
大洗海岸の日の出（大洗町）

●
特
集

　
冬
の
い
ば
ら
き
を
楽
し
も
う
！

●
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
い
ば
ら
き

　
茨
城
発
、世
界
へ
！

　
〜
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
創
造

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜

●
な
つ
か
し・い
ば
ら
き

　
霞
ヶ
浦
の
風
物
詩

　「
帆
引
き
船
」



　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
す
が
す
が
し
い
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
地
域
経
済
が
厳
し
い
中
、
関
東
・

東
北
豪
雨
が
発
生
す
る
な
ど
、
大
変
な
一
年
で

あ
り
ま
し
た
が
、
一
方
で
、
上
期
の
工
場
立
地

件
数
や
面
積
が
全
国
第
１
位
と
な
る
、あ
る
い
は
、

今
年
５
月
の
Ｇ
７
茨
城
・
つ
く
ば
科
学
技
術

大
臣
会
合
の
開
催
が
決
定
さ
れ
る
な
ど
、

明
る
い
話
題
も
あ
り
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
人
口
が
減
少
す
る
中
に
あ
っ
て
も

本
県
を
着
実
に
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
の
重
要
な

年
で
あ
り
ま
す
。
災
害
に
強
い
県
土
づ
く
り
と

あ
わ
せ
、
昨
年
策
定
し
た
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
に
基
づ
き
、
地
方
創
生
に
全
力

を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
働
く
場
の
確
保
や
交
流
人
口
の
拡
大

に
向
け
て
、
引
き
続
き
、
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備
や
企
業
誘
致
、
最
先
端
科
学
技
術
の

集
積
を
活
か
し
た
新
産
業
・
新
事
業
の
創
出
、

海
外
展
開
の
支
援
を
含
め
た
中
小
企
業
や
観
光

の
振
興
、
農
業
の
６
次
産
業
化
や
農
産
物
の

輸
出
促
進
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
と
と
も
に
、

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
の
促
進
、
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
よ
る
県
北
地
域
の
振
興
な
ど
、「
元
気
な

い
ば
ら
き
」
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
少
子
高
齢
化
が
急
激
に
進
む
中
で
、

福
祉
や
医
療
の
充
実
に
向
け
て
、
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
支
援
を
は
じ
め
、
医
師
確
保
や
救
急

医
療
体
制
の
整
備
、
高
齢
者
の
健
康
・
生
き

が
い
づ
く
り
や
障
害
者
の
自
立
支
援
、
公
共

交
通
や
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
な
ど
、

安
全
・
安
心
・
快
適
な
生
活
環
境
の
実
現
に

力
を
注
ぎ
、「
住
み
よ
い
い
ば
ら
き
」
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
の
い
ば
ら
き
づ
く
り
の
基
本
と

な
る
人
づ
く
り
の
た
め
、
少
人
数
教
育
の
推
進
、

理
数
教
育
・
国
際
理
解
教
育
の
充
実
を
図
り

ま
す
と
と
も
に
、
道
徳
・
郷
土
教
育
の
充
実
や

い
じ
め
対
策
、
女
性
や
若
者
が
活
躍
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
や
文
化
の
振
興
な
ど
、「
人
が
輝
く

い
ば
ら
き
」
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
世
界
湖
沼
会
議
や
茨
城
国
体
・

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
健
勝
・
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し

ま
し
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

茨
城
県
知
事
　

橋 

本
　
昌

平
成
二
十
八
年
一
月
一
日

今
後
の
主
な
行
事

今
年
の
主
な
動
き

中
国
国
際
航
空
の「
茨
城
ー
杭
州
」路
線
が
就
航（
30
日
）

茨
城
県
立
笠
間
陶
芸
大
学
校
が
開
校（
7
日
）

G
７
茨
城・つ
く
ば
科
学
技
術
大
臣
会
合
を
開
催（
15
日
〜
17
日
）

K
EN
P
O
K
U
 A
R
T 2
0
1
6
 

茨
城
県
北
芸
術
祭
を
開
催（
17
日
〜
11
月
20
日
）

１
月

４
月

５
月

９
月

平
成
28
年
度
内
予
定
／

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道（
圏
央
道
）の
県
内
区
間
全
線
開
通

第
17
回
世
界
湖
沼
会
議

第
74
回
国
民
体
育
大
会「
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
2
0
1
9
」（
中
旬
〜
10
月
中
旬
）

第
19
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会「
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
大
会
」

第
32
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会（
2
0
2
0
／
東
京
）（
24
日
〜
8
月
9
日
）

東
京
2
0
2
0
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会（
25
日
〜
9
月
6
日
）

平
成
30
年
10
月

平
成
31
年
9
月

平
成
31
年
10
月

平
成
32
年
７
月

平
成
32
年
８
月
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❶本県における安定した雇用の創出

まち・ひと・しごと創生総合戦略（計画期間：平成27～31年度の５年間）  基本目標と数値目標

●雇用創出数：5年間で１万人 ●若年者正規雇用者割合：66.5％（H24：64.9％）
●工場立地件数：50件（毎年同数）（H22～26平均：43件）

❸若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる
●いばらき出会いサポートセンター利用者等の成婚数：2,500組（H26：1,366組）
●保育所等の待機児童数：０人（H26：227人）

❹時代に合った地域をつくり、安心なくらしを
　守るとともに、地域と地域を連携する
●地域公共交通網形成計画策定市町村数：３７市町村（H26：2町村）

 県は、基本目標と数値目標の達成のため、21の重点施策を進めていきます。

①出生率が国の長期ビジョンの水準まで上昇※し、移動率が震災前の水準に回復 ………

②さらに、移動率がＵＩＪターンや地元就職の希望を満たした水準まで上昇 ………………　
※合計特殊出生率が、2030年に1.8、2040年に人口置換水準の2.07へ上昇

人口ビジョン （2060年までの人口の将来展望）　※2015年：約291万人　

2060年に241万人

2060年に223万人

　県では、平成２７年１０月に、本県の人口の現状と将来の展望を提示する「茨城県人口ビジョン」と、人口減少を可能な限り緩やかにし、将来
にわたって活力ある地域社会を維持していくことなどを目的とした「茨城県まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定しました。

人口減少・超高齢社会の到来に備えて  地方創生総合戦略が本格化 ！

❷本県への新しい「ひと」の流れを作る
●観光地点等入込客数：5,700万人（H26：5,075万人）

茨城県窯業指導所の人材
育成方針を一新し、「茨城
県立笠間陶芸大学校」と
して開校します。
特任教授の指導のもと、
産地の技術力や芸術性・
デザイン性、ブランド力の
向上はもとより、現代陶芸
をリードし、世界に羽ばた
けるような人材の輩出を
目指します。

４月 茨城県立笠間陶芸大学校が開校 ！

G7茨城・つくば
科学技術大臣会合を開催 ！

中国国際航空の「茨城－中国・杭州」を結
ぶ国際定期便が1月30日（土）に就航し
ます。
これにより、茨城空港の国際路線は昨
年7月の中国南方航空・深圳便に続き、
3路線となります。

茨城　　杭州 １８：００
１３：００杭州　　茨城

２０：２０
１７：００

出　発 到　着
【就航スケジュール】 週２便（土曜・日曜）

西湖（杭州市）
セイ   コ

「伊勢志摩サミット」に合わせ、日本国内で10の関係閣僚会議が開
催されます。
このうちの一つ、科学技術大臣会合がつくば市で開催されます。

５月

5月15日（日）～17日（火）の3日間
つくば国際会議場
日本、アメリカ、イギリス、ドイツ、
フランス、イタリア、カナダ、EUなど

日　程
会　場
参加国

県北６市町（日立市、常陸太田市、高萩
市、北茨城市、常陸大宮市、大子町）の
風光明媚な海と山を舞台に、初めての
国際芸術祭を開催します。
総合ディレクターは南條史生さん（森美術館館長）が務め、「海
か、山か、芸術か？」をテーマに、県北地域の豊かな自然や歴史・
文化、食、伝統工芸などと現代アートを組み合わせたさまざまな
作品・プロジェクトが展開されます。

期間／９月17日（土）
　　　～11月20日（日）［65日間］

９月 KENPOKU ART 2016茨城県北芸術祭を開催 ！

１月 中国国際航空の「茨城－杭州」路線が就航 ！

人工の島や堤が作ら
れたことにより、現在
の美しい景観ができ
あがり、2011年に世
界遺産に登録。

Photo／G7の開催地・つくば市の朝焼け
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「
コ
ン
テ
ン
ツ
」
と
い
う
言
葉
を
聞
き
な
れ
な
い
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
が
、音
楽
、映
画
、イ
ラ
ス
ト
、ア
ニ
メ
、ゲ
ー

ム
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
と
い
え
ば
ご
理
解
い
た
だ

け
る
で
し
ょ
う
か
。
テ
レ
ビ
の
番
組
や
C
M
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
使
っ
て
の
ゲ
ー
ム
や
漫
画
、
普
段
耳
に
す
る
音
楽
も
、

コ
ン
テ
ン
ツ
で
す
。
こ
れ
ら
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
制
作
や
流
通

を
担
う
産
業
を
総
称
し
て
「
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
」
と
呼
び
、

コ
ン
テ
ン
ツ
を
制
作
し
て
い
る
人
々
を
「
ク
リ
エ
イ
タ
ー
」

と
呼
び
ま
す
。

　

ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
育
成
な
ど
を
通
し
て
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業

の
振
興
を
図
る
た
め
、
昨
年
度
か
ら
「
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
創

造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
中
心
と
な
る

の
が
、
つ
く
ば
市
に
あ
る
「
い
ば
ら
き
ク
リ
エ
イ
タ
ー
ズ
ハ

ウ
ス
」
で
す
。
若
手
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
制
作
活
動
の
拠
点
と

す
る
た
め
、
県
有
宿
舎
を

改
装
し
ま
し
た
。
現
在
、

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、
ゲ
ー

ム
制
作
者
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
、

マ
ン
ガ
家
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
な
ど
、
１２
組
の
ク
リ
エ
イ

タ
ー
が
入
居
し
、
切
磋
琢

磨
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
お
話
を
伺
っ
た
ク
リ
エ
イ
タ
ー
は
、
現
在
、
共
同
制

作
を
行
っ
て
い
る
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
そ
う
ま
あ
き
ら
さ
ん
、
理
系
バ
ン
ド
「
D
E
N
S
H
I 

J
I
S
I
O
N
」
の
ヨ
シ
ダ
シ
ゲ
ル
さ
ん
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
の
ふ
る
や
ま
な
つ
み
さ
ん
の
３
人
で
す
。

　

ヨ
シ
ダ
さ
ん
が
作
っ
た
歌
に
合
わ
せ
て
、
ふ
る
や
ま
さ
ん

が
絵
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
描
き
、
そ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
そ

う
ま
さ
ん
が
パ
ソ
コ
ン
上
で
動
か
し
ま
す
。
違
う
分
野
の
ク

茨城発、世界へ！

コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
や

ク
リ
エ
イ
タ
�
と
は
？

い
ば
ら
き

ク
リ
エ
イ
タ
�
ズ
ハ
ウ
ス
と
は
？

いばらきクリエイターズハウス（つくば市）

いばらき女性特派員
眞柄 梨恵子
【プロフィール】
神栖市在住
趣味：フラメンコ
　　 実用書道

「クールジャパン」として、海外からも高く評価される日本のコンテンツ。
本県のコンテンツ産業振興の拠点として、若手クリエイターが集う「いばらきクリエイターズハウス」をご紹介します。

～コンテンツ産業創造プロジェクト～

3
D
C
G
ミ
�
�
ジ
�
ク
ビ
デ
オ
を

制
作
し
た
ク
リ
エ
イ
タ
�
に

イ
ン
タ
ビ
�
�

左からそうまあきらさん、ヨシダシゲルさん、ふるやまなつみさん

　県産業政策課　☎０２９（３０１）３５２３　　「いばらきクリエイターズハウス」で検索
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ま
ず
、
コ
ン
テ
ン
ツ
と
い
う
新
し
い
産
業
を
県
内
に
根
付

か
せ
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
茨

城
県
と
い
え
ば
農
業
や
歴
史
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で

す
が
、
未
来
を
見
据
え
、
有
望
な
若
者
を
県
が
応
援
す
る
と

い
う
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
も
っ
と

力
を
入
れ
て
い
く
べ
き
分
野
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
内
に
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
に

も
驚
き
ま
し
た
。
新
し
い
業
種
に
携
わ
る
人
の
多
く
は
東
京

都
内
へ
行
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
今
回
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し

た
ふ
る
や
ま
さ
ん
は
、
ま
さ
に
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
「
い
ば
ら

き
ク
リ
エ
イ
タ
ー
ズ
ハ
ウ
ス
」
を
知
り
、
県
内
に
と
ど
ま
る

こ
と
を
決
め
た
の
だ
そ
う
で
す
。「
い
ば
ら
き
ク
リ
エ
イ
タ
ー

ズ
ハ
ウ
ス
」
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
集
い
、

ふ
る
や
ま
さ
ん
た
ち
に
ご
活
躍
い
た
だ
く
こ
と
で
、
茨
城
県

の
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
が
盛
り
上
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

（
眞
柄 

梨
恵
子
）

リ
エ
イ
タ
ー
と
一
緒
に
制
作
す
る
こ
と
で
、
お
互
い
の
フ
ァ
ン

や
協
力
者
と
の
人
脈
を
広
げ
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
、
普
段

一
人
で
制
作
し
て
い
て
は
得
ら
れ
な
い
相
乗
効
果
が
あ
っ
た
よ

う
で
す
。

　
「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
は
、

自
分
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公

開
し
、
そ
の
ア
イ
デ
ア
へ

の
賛
同
者
（
支
援
者
）

を
募
る
仕
組
み
で
す
。
単

な
る
募
金
と
は
違
い
、
目

標
金
額
に
達
し
な
け
れ
ば

支
援
者
に
全
額
返
金
さ

れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
終

了
と
な
っ
て
し
ま
う
の

で
、
よ
り
強
い
意
志
と
努

力
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

メ
ン
バ
ー
は
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
い
う

支
援
金
集
め
か
ら
始
め
、
見
事
に
目
標
金
額
に
到
達
し
、
晴

れ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
ま
し
た
。
他
分
野
の
ク
リ
エ

イ
タ
ー
が
、
そ
れ
ぞ
れ
持
つ
力
を
結
集
し
、
互
い
に
支
え
合

い
困
難
な
課
題
を
ク
リ
ア
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
も
の
を
作

り
上
げ
る…

三
人
寄
れ
ば
文
殊
の
知
恵
と
い
い
ま
す
が
、
一
人

で
は
成
し
得
な
い
素
晴
ら
し
い
作
品
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

7月のプロダクションエキスポ（会場：東京
ビッグサイト）に出展した様子。

取
材
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と

いばらきクリエイターズハウ
スの入居者や、県にゆかりの
あるクリエイターの作品展示
などを予定。

い ば ら き
コン テンツ
コレクション

イベント紹介

開催場所 秋葉原UDX

開 催 日 ３月６日（日）

上:曲を演奏する「DENSHI JISION」
中:ふるやまさんがデザインしたキャラクター「ミリちゃん」を
3D化。実写映像と合成し、曲の内容が動画になりました。

左:完成した動画は、左のQRコードを使って見ることができます。

イラストレーター横山拓彦さんの昆虫画
展(会場:クレオスクエア)では、昆虫画を描
くワークショップを実施。多くの方に創る
ことを楽しんでいただきました。

オリジナルキャラクターのグッズを制作し
ている「おたさく」も入居者の一人。新し
い企画を練っています。

©OTASAKU
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案 内

国民健康保険税（料）の納付は口座振替で ！

　 　お住まいの市町村の国民健康保険担当課
　県厚生総務課　☎029（301）3172

口座振替なら、納期ごとに金融機関などに行く手間
が省けるだけでなく、納め忘れの心配もないので安
心・確実です。
また、一度手続きをすると、翌年度以降も自動的に継
続されるので、毎年手続きをする必要もありません。

県営住宅・災害公営住宅の入居者募集
募集期間▶１月４日（月）～１５日（金）
入居日▶４月１日（金）
申込書などの配布場所▶　　　　
（一財）茨城県住宅管理センター・各市町村・県住宅
課（県庁舎２０階）
※一部の住宅は、随時募集（先着順で常時申込受付）
を行っています。
※災害公営住宅（藤が原アパート、勝倉アパート）は、
県内外を問わず東日本大震災により住宅を失い、現
在も住宅に困窮している方向けの住宅です。
詳しくはお問い合わせください。

県庁舎の一般開放休止のお知らせ
１月３０日（土）・３１日（日）の２日間、電気設備点検のた
め、県庁舎の一般開放を休止しますので、あらかじめ
ご了承ください。

県管財課　☎029（301）2393

　 　（一財）茨城県住宅管理センター
☎０２９（２２６）３３５０
　 県住宅課　☎０２９（３０１）４７５０
　「茨城県営住宅」で検索

【マイナンバー】
個人番号カードを申請しましょう
マイナンバー（個人番号）は、１月から社
会保障、税、災害対策の行政手続で利用
が開始されます。
個人番号カードは、行政手続で必要なマイナンバーの
提示と本人確認が１枚で可能な唯一のカードです。
初回の交付手数料は無料ですので、お手元に届いたマ
イナンバーの通知カードに添付の交付申請書や、ス
マートフォンなどから個人番号カードを申請しましょう。

　マイナンバー総合フリーダイヤル
7０１２０（９５）０１７８
　住民票の市町村の住民制度窓口
　県情報政策課　☎029（301）2551
　「個人番号カード総合サイト」で検索

6データいばらき

マイナちゃん

平成２８年４月上旬～平成２９年３月末日

２月１2日（金）

年間６万円

４人

いばらき女性特派員を募集しています 県広報紙「ひばり」の記事を書いてみませんか。

・ 茨城県在住の平成２８年４月１日現在で
  満２０歳以上の女性
・ 公務員や議員でない方　など
・ 県ホームページ（募集・採用）から
  ダウンロードできます。
・ 県広報広聴課、各県民センター、
  各市町村窓口などにも配置しています。
郵送、FAX、Eメール

県広報紙「ひばり」の原稿作成、ツイッターによる
情報発信など

　 　 県広報広聴課 県民広報グループ 〒３１０-８５５５ 水戸市笠原町９７８-６
☎０２９（３０１）２１２８　6２１６８　　koho3@pref.ibaraki.lg.jp　　「平成２８年度いばらき女性特派員」で検索

任 期 応募資格

応募用紙

応募方法

募集人数

締め切り

謝　　礼

活動内容

９月1日現在 ●総人口2,909,974人 ［812人減］ （男性1,451,616人 女性1,458,358人） ●世帯数1,136,990世帯 ［前月比493世帯増］ 
※平成２７年10月以降の数値については、国勢調査速報値公表後に再開します。
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問い合わせ先

申し込み先 Eメール

ホームページ

催し物

県植物園
（熱帯植物館） 
早春の洋ラン展
期間▶１月22日（金）

～24日（日）
会場▶県植物園（熱帯植

物館）（那珂市）
内容▶○約100品種200点の洋ラン展示

○コンテスト　○販売
○園芸教室（24日（日）13時～:先着40人）

県植物園管理事務所　☎029（295）2150

いばらき
デザインフェア
本県の優れたデザイ
ンを選定する「いば
らきデザインセレク
ション2015」に選ば
れた作品を中心に展
示します。
期間▶1月28日（木）～2月7日（日）

9時30分～17時　※月曜休館
会場▶県陶芸美術館　県民ギャラリー

県デザインセンター　☎029（264）2205

新しい県総合計画へのご意見を募集しています
平成28年度からの県政運営の基本方針となる新しい
県総合計画「答申（案）」に関して、県民の皆さまから
のご意見を募集しています。
期間▶1月17日（日）まで
応募方法▶郵送・ＦＡＸ・Ｅメール

茨城県職員ガイダンス
県の行政に携わりた
い方、仕事内容に興
味・関心を持っている
方を対象に、県職員と
して働く「魅力」や
「やりがい」、仕事の
内容について、職員の
実体験に基づきご紹
介します。
※採用活動とは一切
関係ありません。

開催日▶①1月14日（木）　②1月27日（水）
会場▶①都道府県会館（東京都千代田区）

②県庁（水戸市）
内容▶
○県の概要・各部門の仕事内容などの説明
○県職員による個別相談
申し込み方法▶県人事委員会ホームページ、電話など
締め切り▶①1月6日（水）　②1月15日（金）

募 集

　県企画課
〒310-8555 水戸市笠原町978-6
☎029（301）2523　 62539
　 kikaku2@pref.ibaraki.lg.jp
　「茨城県 総合計画」で検索

　 　 県人事委員会事務局
☎ 029（301）5549
　「茨城県人事委員会」で検索
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〈入館料〉無料
つくば市吾妻2-8　☎029（856）3711　63358

県つくば美術館
貸ギャラリーによる展覧会を開催（個展やグループ展）

●各館の開館時間／9時30分～17時（入館は16時30分まで）
●月曜休館（11日（月）は開館、１日（金）、12日（火）は休館）
●満70歳以上の方（健康保険証、運転免許証などを持参してください）、障害者手帳などをお持ちの方と未就学児は入館無料。
●毎週土曜日は、小・中・高校生は入館無料（春・夏・冬休み期間中は除く）。

美術館・歴史館
博物館の利用案内
（県立図書館を除く）

〈入館料〉一般720円、高・大生510円、小・中生260円

笠間市笠間2345（笠間芸術の森公園内）　☎0296（70）0011　60012

磯崎美亜「鹿置物」1934（昭和9）年頃 個人蔵

県立図書館
経営・創業無料相談会
1月10日（日） 10時～16時20分の間に１時間ずつ５回実施
「本気で結婚したい方に」無料婚活相談室
1月14日（木）、28日（木）17時30分～19時30分の間に要予約
クラシックシアター　
1月27日（水）13時30分～15時20分
上映タイトル「手紙」
〈参加費〉無料
水戸市三の丸1-5-38　☎029（221）5569   6（228）3583
■開館時間／火～金：9時～20時　土・日・祝：9時～17時
■1月の休館日（1、2、3、12、18、25、29日)

企画展 「いばらき工芸大全Ⅱ 金工の巻」
１月２日（土）～３月６日（日）
まとまって紹介される
機会の少ない茨城
の金工品について、
古墳時代の出土品
から近現代作家の作
品までを展示し、その
魅力を紹介します。

森田曠平「女神春秋〈花鎮め〉」1982（昭和57）年 寄託

県天心記念五浦美術館 

〈入館料〉一般190円、高・大生110円、小・中生80円

北茨城市大津町椿2083　☎0293（46）5311　65711

所蔵品展 「花に想いを託して」

花の美しさと儚さなど、生命の輝きに共感する画家たちの想いを
菱田春草、木村武山、森田曠平らの日本画で紹介します。 

２月１４日（日）まで
ひし  だ しゅんそう き  むら  ぶ  ざん もり  た こう へい

はかな

県陶芸美術館

〈入館料〉一般740円、高・大生450円、小・中生140円
坂東市大崎700　☎0297（38）2000　61999

県自然博物館
第６4回企画展
「くらしの中の動物 ― 嫌われものの本当のすがた ― 」
１月３１日（日）まで

県近代美術館

〈入館料〉一般600円、高・大生360円、小・中生240円
水戸市千波町東久保666-１　☎029（243）5111　6 9992

企画展 「幸せはどこにある？」
１月１７日（日）まで

県立歴史館

〈入館料〉一般150円、大学生80円、高校生以下無料

水戸市緑町2-1-15　☎029（225）4425　6（228）4277

獅子牡丹彫金印籠（当館蔵）

一橋徳川家記念室展示 「金工品」
１月２日（土）～２月１２日（金）まで
一橋徳川家には、茶道具などの表道具から、簪な
どの奥道具まで、多種の金工品が伝えられており、
御三卿の暮らしぶりを今に伝えています。
本展では、武家の好みと金工職人の技が生み出
した、まぶしく輝く名品をご紹介します。

かんざし

ご  さん きょう
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観光いばらき茨城の観光情報はここ

※行事の日程や内容については、
　変更になる場合がありますので、
　お出かけの際には前もってご確認ください。

1月
2016年1月　3月

いばらき
イベントカレンダー

ひなまつり

いばらき
イベントカレンダー

～２/２８（日）
◆水郷桜イルミネーション
（土浦市：霞ヶ浦総合公園オランダ型風車前広場）
（一財）土浦市産業文化事業団
☎０２９（８２３）４８１１

～３月上旬
◆白鳥が飛来する「白鳥の里」
　※白鳥の飛来状況は、市ホームページをご覧ください。
（潮来市：水原地先（北浦湖岸））
潮来市観光商工課　☎０２９９（６３）１１１１

１/２（土）～１１（月）
◆かみね公園正月まつり
（日立市：かみね公園）
日立市公園協会　☎０２９４（２２）４７３７

１/９（土）～２/２９（月）
◆しもつませつぶんスタンプラリー
（下妻市：宗任神社、大宝八幡宮、下妻神社、愛宕
神社、高道祖神社、宗道神社）
下妻市観光協会　☎０２９６（４４）０７３２

１/１０（日）
◆第２３回境達磨市※荒天時は11日（月）、さらに
荒天時は17日（日）に延期
（境町：境町役場前）
境町観光協会　☎０２８０（８１）１３１９

１/１１（月）
◆下館だるま市
（筑西市：大町通り）
筑西市観光協会　☎０２９６（２０）１１６０

１/１7（日）
◆市制施行10周年記念
　第９回かみす市民フォーラム
（神栖市：神栖市文化センター、中央公民館）
神栖市市民協働課　☎０２９９（９０）１１７１

１/２４（日）
◆シクロクロス茨城（サイクルイベント）
（城里町：総合野外活動センターふれあいの里）
※３/２７（日）は旧城里町立七会中学校で開催
シクロクロス茨城事務局　☎０２９（２５３）０４５５ 3/9（水）

◆祭頭祭
（鹿嶋市：鹿島神宮）
鹿嶋市観光協会　☎０２９９（８２）７７３０

２/6（土）・7（日）・11（木）
◆第37回磯節全国大会
６・7日：予選会（ひたちなか市：市文化会館）
11日：決戦会（水戸市：県民文化センター）
ひたちなか市観光振興課　☎029（273）0111

２/６（土）～１４（日）
◆第８回小美玉ゆめ未来芸術展
（小美玉市：四季文化館みの～れ）
小美玉市茨城空港利用促進協議会事務局
☎０２９９（４８）１１１１

２月中旬～３月中旬
◆第４３回筑波山梅まつり
（つくば市：筑波山梅林）
つくば市観光物産課　☎０２９（８８３）１１１１

２/２０（土）～３/３１（木）
◆第１２０回記念水戸の梅まつり
（水戸市：偕楽園、弘道館）
水戸の梅まつり実行委員会（（一社）水戸観光協会）
☎０２９（２２４）０４４１

３/２０（日）
◆街なか音楽祭「結いのおと」
（結城市：結城市北部市街地）
（株）TMO結城　☎０２９６（３３）００７３

３/２１（月）～２８（月）
◆第１２回かさま国際音楽アカデミー２０１６
（笠間市：県教育研修センターほか）
笠間市生涯学習課　☎０２９６（７７）１１０１

3月

２/１（月）～２９（月）
◆第18回常陸太田そばまつり
（常陸太田市：常陸太田そばまつり参加店）
（一社）常陸太田市観光物産協会
☎０２９４（７２）８１９４

2月

１/30（土）
◆冬休みミニイベント「予科練こども会」
（阿見町：予科練平和記念館正面玄関前および
館内情報ラウンジ）
予科練平和記念館　☎０２９（８９１）３３４４

～２/１４（日）
◆第１０回ブリアントヴィルうしく
　（イルミネーション）
（牛久市：JR牛久駅周辺）
牛久市商工観光課　☎０２９（８７３）２１１１

１/２６（火）～３/３（木）
◆かさまの陶雛－桃宴 TOUEN－
（笠間市：陶の小径、ギャラリーロードほか）
桃宴実行委員会（やまさき陶苑）　
☎０２９６（７２）６８６５

２/１9（金）～３/３（木）
◆守谷ひなまつり
（守谷市：守谷市内）
守谷市民活動支援センター　☎０２９７（４６）３３７０

２/１３（土）～３/３（木）
◆うしくのお雛さま展
（牛久市：牛久市中央生涯学習センター）
牛久市文化芸術課　☎０２９（８７１）２３０１

２/4（木）～３/３（木）
◆第１２回土浦の雛まつり
（土浦市：土浦まちかど蔵「大徳」ほか）
　（一社）土浦市観光協会　☎０２９（８２４）２８１０

◆真壁のひなまつり 和の風第十四章
（桜川市：真壁町市街地）
桜川市商工観光課　☎０２９６（５５）１１５９

２/６（土）～３/１３（日）
◆筑西雛祭り 雛めぐり
（筑西市：下館駅周辺）
筑西市商工観光課　☎０２９６（５４）７０１１

１/３０（土）～３/６（日）
◆那珂のひなまつり
（那珂市：曲がり屋、那珂市中央公民館ほか）
※２/２７（土）「つるしびなまつり」
（会場：曲がり屋、一の関ため池親水公園）
NPO法人ひろがる和　那珂つるしびなの会　
☎０２９（２９８）１２４８

２/１８（木）～３/３（木）
◆手作りひな人形まつり
（高萩市：高萩市民センター、高萩駅前商店街、
穂積家住宅）
NPO法人里山文化ネットワーク
☎０２９３（２２）３６５０

２/１３（土）～３/３（木）
◆いしおか雛めぐり
（石岡市：中心市街地）
石岡商工会議所　☎０２９９（２２）４１８１

◆結城のひなまつり
（結城市：北部市街地）
（株）ＴＭＯ結城　☎０２９６（３３）００７３

３/１（火）～３１（木）
◆スロータウン鯨ヶ丘ひなまつり
（常陸太田市：鯨ヶ丘商店街ほか）
鯨ヶ丘商店会会長（きくや）
☎０２９４（７２）０５６９

１/１６（土）
◆ぱーとなーしっぷフォーラム2016
（守谷市：守谷市市民交流プラザ 市民ギャラリー）
守谷市市民協働推進課　☎０２９７（４５）１１１１

３/１９（土）～４/５（火）
◆まくらがの古河合併10周年記念
　第４０回 古河桃まつり
（古河市：古河公方公園（古河総合公園））
古河市観光協会　☎０２８０（９１）１８１１

く  ぼう

9 広告の内容については、それぞれの広告掲載者にお問い合わせください。広告掲載のお申し込みは、株式会社ホープ（☎092（716）1401）まで。広告の内容については、それぞれの広告掲載者にお問い合わせください。広告掲載のお申し込みは、株式会社ホープ（☎092（716）1401）まで。



袋田の滝（大子町）
日本三名瀑の一つに数えられる「袋田の滝」。寒さの厳しい冬には、滝全体が
真っ白に凍結することもあり、その神秘的な風景は「氷瀑」と呼ばれていま
す。また、自然に囲まれた大子町が、幻想的なイルミネーションでライトアップ
される期間限定のイベント「大子来人（ダイゴライト）」も見逃せません。
●袋田の滝ライトアップ（期間：２月14日（日）までの金・土・日・祝日：日没から20時まで）
●久慈川イルミネーション（期間：１月15日（金）までの毎日：日没から22時まで）

県では、１月から３月までの３カ月間、ＪＲ東日本水戸支社や市町村と連携し、「気になるイバラ
キ」観光キャンペーンを実施します。茨城が誇る「食・酒」「自然・絶景」「歴史・文化」をテーマ
に、冬の魅力をご堪能いただける多彩な臨時列車や観光周遊バスの運行、旅行商品の販売の
ほか、首都圏の主要駅で産直市などのイベントを開催し、キャンペーンを盛り上げていきます ！

茨城県観光キャンペーン「気になるイバラキ」

開催場所 袋田の滝（大子町袋田3-19）

アクセス【車】常磐自動車道「那珂IC」から50分　【電車】JR水郡線「袋田駅」からバスで10分

大子町観光協会　☎０２９５（７２）０２８５

本県には、冬ならではの観光スポットやイベントがたくさんあります。
今回は、その一部をご紹介します！ 

のいばらきを

おすすめ観光スポット

全国あんこうサミット（北茨城市）
「あんこうどぶ汁」発祥の地、北茨城市で開催される、各地のあんこう料理を提供す
る食の祭典。青森県や宮城県など、全国津々浦々のあんこう料理をお楽しみいただ
ける貴重な機会ですので、ぜひお出かけください ！！

北茨城市漁業歴史資料館 よう・そろー　☎０２９３（４６）８６００

イベント情報

１月31日（日）開催日 北茨城市漁業歴史資料館 よう・そろー（北茨城市関南町仁井田789-2）開催場所

【車】常磐自動車道「北茨城IC」から15分　【電車】JR常磐線「大津港駅」から車で5分アクセス

　県観光物産課　☎０２９（３０１）３６２２ このほか、茨城の観光情報は 観光いばらき

１月１日（金）～３月３１日（木）キャンペーン期間

ひばり 2016.  1

※凍結の状況については、右記にお問い合わせください。

県では、本県を訪れてくれた方々への
「おもてなし」に力を入れています。

❶真心のこもった笑顔とあいさつで、訪れてくれた人をお迎えしよう。
❷訪れてくれた人に、いばらきの魅力をおすすめしよう。
❸いばらきを気持ちよく楽しんでもらうため、訪れてくれた人の手助けをしてあげよう。

おもてなし
ぜひ、県民の皆さんもご一緒に茨城県を

訪れてくれた方々への

（気象状況により凍結しない場合もあります）

特集
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テーマ：

私 の 提 案

☎

県政への提案や意見をお寄せください。封筒の作り方などは
次頁をご覧ください。なお、ご意見などの概要につきまして
は、個人情報を伏せて公表させていただくことがあります。

ページ

　霞ヶ浦の湖面を渡る風を受け、真っ白な帆をいっぱいに張って進む帆引き
船。帆引き船は、1880（明治13）年に出島村（現かすみがうら市）の折本良平
が考案しました。高さ9メートル、幅16メートル（たたみ約90畳分）もの巨大
な帆が張られ、風の力を利用して網を引き、ワカサギなどの漁に用いられま
した。それまでの漁法では20人以上の人手が必要だったため、２人で操業で
きる帆引き船の登場は画期的なものでした。その後、霞ヶ浦の漁業は徐々に
動力船によるトロール漁が主流となり、1980年代半ばに帆引き船による漁は
幕を閉じました。
　帆引き船による、霞ヶ浦での漁の様子は、なつかし・いばらきの
映像（QRコードの2分47秒）から、ぜひご覧ください ！

ワカサギ漁を行う帆引き船

ワカサギの佃煮

霞ヶ浦の風物詩「帆引き船」

　県観光物産課　☎０２９（３０１）３６２２

おせち料理の定番の一つ「佃煮」。
茨城県のワカサギは全国第2位の漁獲量を
誇り、主に霞ヶ浦で水揚げされています。
今回は、霞ヶ浦でワカサギ漁などに用いら
れた帆引き船をご紹介します。

なつかし・いばらき
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料金受取人払郵便

差出有効期間
平成29年12月
31日まで
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あ な た の 声 を 県 政 に！

封筒の作り方

①切り取り線に沿って
紙面から切り取り、こ
の面が外側になるよう
に中央を折ります。

②宛先を下にして、の
りしろを図のようには
り合わせます。

③切手を貼らずその
まま近くのポストへ投
かんしてください。

7831

水戸中央局
承　認

次回「ひばり」2月号の新聞折り込みは1月31日（日）です。

０２９（３０１）２１６９

茨城県では、より多くの皆さまの
ご意見をお聞きして県政に反映させたいと考えています。
あなたの茨城県政へのご提案やご意見をお寄せください。

「ひばり」は各市町村、県出先機関、県内金融機関などに配置しています。

テレビ
【磯山さやかの旬刊！ いばらき】
高田純次の『じゅん散歩』内で放送

いばらき大使の磯山さやかさんが、
県内の観光スポットなどを
歩きつつ茨城の魅力を紹介します。

※放送内容は変更される場合もあります。

テレビ朝日 毎週金曜日（午前10：25頃 2分間）
火・水・木曜日（午前5：50～6：00の間）
※ダイジェスト版CM

袋田の滝
いちご（いばらキッス）
れんこん
笠間の陶雛

8日
15日
22日
29日

インターネットテレビ
【いばキラTV】
パソコンやスマートフォンなどで無料で視聴できます。
http://www.ibakira.tv/

ラジオ
茨城放送（IBS）
AM1197kHz（水戸）・1458kHz（土浦・県西） FM94.6MHz（水戸）・88.1MHz（日立）

県の施策や催し物のお知らせ（5分間）
【ラジオ県だより～県民情報コーナー～】

月～金曜日 7：30 11：55 17：55　土曜日 11：55

県の施策をCM風に紹介（各時報前の20秒）
【県政スポット】

月～土曜日 8：00 10：00 18：00　日曜日 9：00 16：00

1月の広報広聴案内

県からのお知らせを発信しています。

「平成27年度いばらきを知ろう！
大キャンペーン」ポスター

フェイスブック・ツイッター

フェイスブック「茨城の魅力を伝えたい」
ツイッター@Ibaraki_Kouhou

行政情報センター（県庁舎3階）
県の刊行物などを閲覧することができます。
【開庁日の8時30分～17時15分】

声の広報「ひばり」
視覚障害者を対象に、「ひばり」の内容をテープ・CDに収録して
貸し出しています。
　県視覚障害者協会　☎029（221）0098

県民相談センター（県庁舎3階） ☎029（301）2147 62169 
　email@pref.ibaraki.lg.jp
または各地の県民相談センターへ

県政についての意見・要望などは

※法律相談（電話要予約）は、県庁舎３階の県民相談センターで受け付けています。

県北県民相談センター（常陸太田合同庁舎内） ☎0294（80）3322
鹿行県民相談センター（鉾 田 合 同 庁 舎 内） ☎0291（33）4110
県南県民相談センター（土 浦 合 同 庁 舎 内） ☎029（822）7010
県西県民相談センター（筑 西 合 同 庁 舎 内） ☎0296（24）9074


